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改革改善
の考え方

①問題
点

河川自然災害防止事業は近年多発する集中豪雨等による自然災害を未然に防止するものであり、政策の安全安心な
まちづくりに直結する事業である。老朽化施設、改修要望は増加しているにもかかわらず予算は縮小。

②改革
提案

予算拡大

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

予定とおり事業執行することができた。

総事業費①+② 39,013 40,918 43,842 40,000

830 850

臨時職員所要時間

一般財源 69 170 54

人件費計（千円）② 2,968 3,040

正規職員所要時間

起債 35,900 40,700 40,700 40,000

その他 76 48 48

県支出金

事業費計（千円）① 36,045 40,918 40,802 40,000 （地）自然災害防止（充当率100%）
（そ）繰越金
25→26繰越明許費　4,048千円

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　 （準）滝沢川　伊賀良　三日市場（２）（25→26繰越明許）
２　 （準）滝沢川　伊賀良　三日市場
３　 （準）西の沢川　座光寺　唐沢
４　 （普）思井川　松尾明
５　 （普）思井川　松尾明　田間前
６　 （準）大井川　駄科
７　 （準）別府前川　上郷丹保
８　 （準）大畑沢川　川路６区

施工延長 １　　　　L=16.2m
２　　　　L=52.3m
３　　　　L=330m
４　　　　L=59.1m
５　　　　L=10.9m
６　　　　L=3.1m
７　　　　L=62m
８　　　　L=19.5m
合計　L=553.1m

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

･飯田市地域防災計画（資料編）に掲載されている、河川災害等危険箇所の整備を行い、災害を未然に防ぎ地域住民の安全を確保す
る。
･河川災害等危険箇所調書に掲載されている　78箇所　L＝74,461ｍのうち平成28年度末までに5,818mを整備する。

成果
指標

河川自然災害防止完了延長（ｍ・単年度） 260 553.1 570 300

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

市民が災害にそなえている割合（％）

整備済み危険か所延長：m 260

意図（どういう状態
にするか）

水害･土砂災害の発生しない河川への改修
目
的

対象（誰・何を） 飯田市地域防災計画　水害予防河川災害等危険か所

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 41 災害対策の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 4 暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり

H27担当課等名 土木課 H27係等名 河川係 H26係等名 河川係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了
事務事業名 河川自然災害防止事業

会計 一般会計
34 302

事業種別 政策

4 施策№ 41 事業№


